
水 草 研 会 報 Nd 29 ( 1 9  8 7 )

科） 図 6

茎葉の外形がマツモ特有であることと、過去の記録に 

小堅果に 3 個の小刺を有する文献（藤山他、1982)があ 

るので、マツモであると考えられる0

3 . センニンモ Potamogetonmaackianus A. Benn. 

(ヒル厶シロ科） 図 7

花部はないが、茎葉の外形ならびに大きさがセンニン 

モ特有であるところから、センニンモであると考えられ 

る。

4 . ヒロハノエビモ P. perfoliatus L . (ヒルム 

シロ科） 図 8

葉の基部が広心臓形で、茎を深く抱く特長がある化石 

も発見されているので、 ヒロハノエビモであると考えら 

れる。

5 . Potamogeton s p . (ヒルムシロ科） 図 9

サ サ エ ビ モ P. nipponics M ak inoのようにも見え

る。

6 . Potamogeton s p . (ヒルムシロ科） 図10

ホ ソ バ ミ ズ ヒ キ モ P. octandrus P o i r .のように 

も見ぇる。

(注）

(1> 図 9 *10は、いずれも茎葉の状態から、 ヒルムシ 

口属に最も類似の水草であると考えられるが、種名の判 

定にはなお熟慮の余地があると考えられる。

( 2 ) ヒルムシロ属以外の水草化石と考えられるイネ科 

やミクリ科類似その他の化石が若干あったが、ここでは 

割愛する。

終わりに、本稿の作成にあたり、ホザキノフサモの化 

石標本を賜った篠原圭三郎•臼田浩一、校間と文献を賜っ 

た 棚 井 敏 雅 （元北大理学部地質学教授）および直接いろ 

いろとご指導ご協力頂し、た尾上亨・加藤信夫氏らに対し、 

さらに化石の同定にご協力下さった角野康郎（神戸大教 

養部）先生に深甚の謝意を申しあげる0
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〇 『水生雑草と陸水環境管理システム』 （ジャパンレイ 

クアンドキャナル・リムノロジー応用研究室発行、著作・ 

編 集 沖 陽 子 、昭和61年 8 月31日、A 4 版20頁）

我が国で水生雑草が問題とされるようになって久しい 

が、その取り組みにおいて、我が国は欧米よりかなり遅 

れている。アメリカなどでは水生雑草の管理にたずさわ 

るスペシャリストが数多くいるのに対し、日本では、ま 

だごくわずかである0 水 辺 （ウォーターフロント）の大 

切さが叫ばれながら、水草とどうつき合ってゆくのかに 

ついては、その思想も具体的ノウハウも未熟な状態にあ 

る。

今後、この問題はますます大きくなってゆくと予想さ

れるが、ここに紹介する冊子は水生雑草にどう対応すベ 

きか、その視点と基礎的知識を平易にまとめたものであ 

る。なぜ水生雑草問題が起こるのか、どのような種類の 

水生雑草があるのか、雑 草の管理（利用も含む）にはど 

のような方法があるのかを紹介し、最後に、水生雑草の 

問題は根本的には陸水環境全体の問題と位置づけている。 

水生雑草問題をこれほど総合的に展望したものが、今ま 

で我が国になかっただけに、各方面で役に立つものと思 

う。照会は、〒560大阪府豊中市宝山町23—15 ノダッ 

クビル2 F の発行元へ。

(角野康郎）
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